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４
月
１
日
、
２
０
０
９
年
度
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
貨
物
会
社
の
入
社
式
が
行
わ
れ
多
く

の
新
入
社
員
が
Ｊ
Ｒ
社
員
の
仲
間
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
労
は
、
こ
の
入
社
式
に
際
し
例
年
の
歓
迎
行
動
を
今
年
も
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
入
社
式
行
動
を
東
日
本
本
部
が
埼
玉
県
「
さ
い
た
ま
市
」
に
て
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
貨

物
入
社
式
行
動
を
貨
物
協
議
会
中
心
に
東
京
「
飯
田
橋
」
に
て
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
ま

し
た
。

　

今
号
は
、
①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
貨
物
の
新
規
採
用
者
「
入
社
」
歓
迎
行
動
報
告　

②
国
労
東
北
協
議
会
「
春
闘
」
総
決
起
集
会
報
告　

③
貨
物
「
春
闘
」
中
央
行
動
報

告
と
し
ま
し
た
。

　
【
JR
東
日
本
行
動
】

　

桜
の
花
の
シ
ー
ズ
ン
に

は
肌
寒
い
「
さ
い
た
ま
市
」、

２
０
０
９
年
度
JR
東
日
本
入

社
式
が
昨
年
に
続
き
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
東
京

地
本
の
仲
間
を
中
心
に
、「
期

待
と
不
安
」
を
胸
に
緊
張
の

面
持
ち
で
会
場
入
り
す
る
新

入
社
員
の
皆
さ
ん
へ
歓
迎
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
・
国
労
で
す
」
の
先

輩
社
員
の
声
に
会
釈
を
し
な

が
ら
多
く
の
新
入
社
員
が

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ク
リ
ア
ー

フ
ァ
イ
ル
を
受
け
取
り
、
中

に
は
ク
リ
ア
ー
フ
ァ
イ
ル
の

中
に
入
っ
て
い
る
国
労
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
な
が
ら

会
場
入
り
す
る
姿
も
ち
ら
ほ

ら
と
・
・
。

　

多
く
は
、
入
社
式
終
了
後

「
新
白
河
」の
研
修
セ
ン
タ
ー

で
の
新
入
社
員
教
育
へ
と
直

行
し
、
そ
の
後
各
職
場
配
属

と
な
り
ま
す
。

　

現
場
で
は
、
机
上
教
育
で

は
補
え
な
い
想
定
外
の
問
題

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
は
先
輩
社
員

と
し
て
、「
時
に
は
厳
し
く
」

そ
し
て
「
時
に
は
あ
っ
た
か

い
」
指
導
を
お
願
い
す
る
と

共
に
、
同
じ
JR
で
働
く
仲
間

と
し
て
国
労
加
入
を
大
胆
に

呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
！

　
【
貨
物
入
社
式
行
動
】

　

貨
物
入
社
式
は
、
４
月
１

日
に
ホ
テ
ル
・
エ
ド
モ
ン
ト

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
の
新
規
採
用
者
は
全

国
で
４
０
１
名
（
関
東
支
社

１
０
２
名
・
東
北
支
社
40
名
）

が
入
社
式
を
お
こ
な
っ
た
。

　

国
労
は
入
社
式
行
動
を
行

い
、
青
年
部
を
先
頭
に
17 

名
の
組
合
員
が
参
加
し
、
ホ

テ
ル
入
口
前
で
の
横
断
幕
・

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
気
温
の

肌
寒
い
な
か
国
労
加
入
へ
の

ア
ピ
ー
ル
行
動
を
お
こ
な
っ

た
。

　

当
日
、
参
加
し
た
組
合
員

か
ら
は
「
自
分
達
が
入
社
し

た
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、

す
が
す
が
し
く
感
じ
た
。
組

織
拡
大
に
全
力
で
取
り
組

む
。」
と
の
声
も
だ
さ
れ
た
。
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「
福
利
厚
生
制
度
」
な
の
か

「
労
働
条
件
」
な
の
か
と
い
う

位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
労
使

間
で
見
解
の
隔
た
り
は
あ
る

が
、
私
達
に
は
労
働
条
件
の
一

部
で
あ
る
。
今
回
の
最
大
の
廃

止
理
由
は
、
JR
貨
物
の
社
員
が

JR
旅
客
会
社
全
線
を
半
額
で
乗

車
で
き
る
こ
と
が
外
に
オ
ー
プ

ン
に
な
っ
た
場
合
、
世
間
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
最
大

の
理
由
と
し
て
い
ま
す
が
、
交

渉
に
於
い
て
も
会
社
側
は
、
廃

止
理
由
に
つ
い
て
事
実
に
基
づ

く
説
明
が
で
き
ず
、
あ
く
ま
で

も
想
定
さ
れ
る
範
囲
で
の
回
答

に
終
始
し
た
。

　

私
た
ち
貨
物
社
員
・
家
族
に

と
っ
て
「
JR
カ
ー
ド
」
は
、
連

続
し
た
賃
金
・
期
末
手
当
の
抑

制
に
よ
る
低
賃
金
で
大
変
厳
し

い
生
活
の
中
で
、
家
族
と
の
さ

さ
や
か
な
旅
行
・
単
身
赴
任
者

の
帰
省
等
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
ま
た
、「
半
額
補
助
制

度
に
魅
力
を
感
じ
て
入
社
し
た

の
に
」「
給
料
が
低
い
の
に
、

ま
す
ま
す
働
く
魅
力
が
薄
れ

た
」
と
貨
物
会
社
で
働
き
続
け

る
こ
と
さ
え
疑
問
を
感
じ
て
い

る
な
ど
、
何
と
し
て
も
継
続
し

て
欲
し
い
率
直
な
『
声 

』
と

な
っ
て
い
る
。

　

貨
物
会
社
は
、
３
月
15
日
を

持
っ
て
「
JR
カ
ー
ド
」
の
廃
止

を
一
方
実
施
し
て
き
た
が
、
貨

物
会
社
に
働
く
全
て
の
社
員
と

労
働
組
合
が
廃
止
に
反
対
を
し

て
い
る
。
国
労
は
、
４
月
１
日

か
ら
新
た
な
制
度
と
し
て
要
求

を
会
社
に
求
め
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

国
労
東
北
協
議
会
と
国
労

仙
台
地
本
は
２
０
０
９
年
春

闘
勝
利
に
向
け
た
取
組
み
の

一
環
と
し
て
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
大
衆
行
動
を
展
開
。

３
月
６
日
に
は
国
労
東
北
総

決
起
集
会
（
HP
参
照
国
労

せ
ん
だ
い
速
報
版
２
５
４
４

号
）
を
開
催
、
翌
７
日
に
は

国
労
仙
台
総
行
動
を
開
催
し

た
。

　

座
り
込
み
開
始
総
行
動
は

仙
台
市
匂
当
台
公
園
に
お
い

て
十
一
時
か
ら
開
会
、
参
加

し
た
組
合
員
が
整
然
と
座
り

込
み
を
開
始
し
た
。

　

同
時
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
「
森
風
輝

龍
太
鼓
（
し
ん
ぷ
う
き
り
ゅ

う
だ
い
こ
）」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
力
強
い
太
鼓
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
総
行
動
参
加
者
へ
の

熱
い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
橋
本
委
員
長

は
「
空
前
の
経
済
不
況
の

中
、
企
業
は
労
働
者
の
首
切

り
で
凌
ぎ
切
ろ
う
と
し
、
そ

の
結
果
、
我
々
労
働
者
の
生

活
は
ど
ん
底
に
喘
ぎ
衣
食
住

の
生
活
基
本
権
す
ら

奪
わ
れ
て
い
る
。
労

働
運
動
が
停
滞
し
て

い
る
中
で
、
少
し
で

も
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
運
動
と
連
帯
の

輪
を
広
げ
よ
う
」
と

訴
え
た
。
ま
た
集
会

へ
は
政
党
・
友
誼
団

体
・
国
労
議
員
団
な

ど
多
く
の
方
々
に
駆

け
つ
け
て
頂
い
た
き
、

連
帯
と
激
励
の
挨
拶

を
受
け
た
。

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
全
水
道
会
館
前
か
ら

JR
貨
物
本
社
周
辺
を
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら

デ
モ
行
進
を
貫
徹
し
大
衆
宣
伝

行
動
を
展
開
し
た
。
併
せ
て
国

土
交
通
省
要
請
行
動
も
同
時
に

取
り
組
ま
れ
引
き
続
き
09
春
闘

勝
利
に
向
け
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
３
・
16
貨
物
中
央
行

動
（
１
日
行
動
）
を
終
結
し
た
。

　

本
部
は
、
３
月
16
日
09
春
闘

で
の
賃
上
げ
獲
得
に
向
け
貨
物

中
央
行
動
を
展
開
し
、
総
決
起

集
会
・
学
習
会
及
び
デ
モ
行
進

に
旅
客
の
仲
間
を
含
め
３
０
０

名
余
が
結
集
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
安
全
衛
生

と
職
場
点
検
」
が
テ
ー
マ
と
し

て
講
演
さ
れ
、
職
場
点
検
運
動

は
安
全
衛
生
活
動
の
基
本
で
あ

り
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
点

検
な
ど
運
動
の
大
切
さ
が
重
要

１
．
JR
旅
客
線
（
乗
車
券
・
特
急
券
等
）
利
用
額
の
50
％
を

　
　

補
助
す
る
こ
と
。

２
．
月
の
補
助
金
額
上
限
は
10
万
円
と
す
る
こ
と
。

３
．
使
用
回
数
は
年
間
15
回
と
す
る
こ
と
。

４
．
使
用
範
囲
は
、
社
員
と
同
居
す
る
親
族
と
す
る
こ
と
と

　
　

し
、
利
用
資
格
者
を
提
出
す
る
こ
と
。

５
．
補
助
金
は
月
々
の
賃
金
支
払
時
に
支
給
す
る
。
尚
、
月

　
　

の
15
日
ま
で
の
補
助
金
申
請
者
に
は
翌
月
の
賃
金
支
払

　
　

日
に
支
給
し
、16
日
以
降
の
申
請
者
に
対
し
て
は
、翌
々

　
　

月
の
賃
金
支
払
日
に
支
給
す
る
。

６
．
各
現
場
に
補
助
金
整
理
簿
を
配
布
し
、
現
場
長
の
責
任

　
　

で
補
助
金
整
理
簿
を
管
理
す
る
。

７
．社
員
は
JR
各
駅
で
購
入
し
た
乗
車
券
・
特
急
券
を
コ
ピ
ー

　
　

し
現
場
長
等
の
承
認
を
受
け
る
。
尚
、
現
場
長
等
は
、

　
　

補
助
金
整
理
簿
に
記
載
し
、
当
該
社
員
と
確
認
し
残
額

　
　

等
を
確
認
す
る
。

８
．
単
身
赴
任
者
に
は
毎
月
２
回
分
の
帰
省
旅
費
を
支
給
す

　
　

る
こ
と
。

９
．
制
度
は
、２
０
０
９
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
。
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